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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャワヘッドと、シャワヘッドから下方に連設され内側に通水路を有する把手部分とを
有し、前記通水路を開閉する開閉用弁体と、前記開閉を行うため前記通水路に対し交差す
る方向に前記開閉用弁体を移動させる一対の押しボタンと、前記一対の押しボタンのうち
一方の押しボタンの回動により前記開閉用弁体に設けた通水口の開口度を調整する流量調
整部材とを備えたハンドシャワ。
【請求項２】
　前記流量調整部材は、前記一方の押しボタンの回動に伴い直線運動して前記開口度を調
整するものである請求項１に記載のハンドシャワ。
【請求項３】
　前記流量調整部材は、前記一方の押しボタンの回動に伴い回転運動して前記開口度を調
整するものである請求項１に記載のハンドシャワ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば浴室内で使用されるハンドシャワに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ハンドシャワとして、下記特許文献１に示すように、通水路を内部に備えた把手
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部分（シャワヘッド本体）を設け、把手部分の前記通水路に連通する複数の散水孔を有す
るシャワヘッドを設け、シャワヘッドの下端部に開閉弁を設け、この開閉弁を操作する押
しボタンをシャワヘッドの上端部に設け、押しボタンに連動して開閉弁の開閉動作を行う
軸をシャワヘッド内に設け、例えば押しボタンを押し開閉弁の主弁を開状態でロックした
後、押しボタンを回転させると、前記軸の全長が伸縮し、前記主弁の位置による開口面積
を変化させてシャワヘッドからの散水（吐水）量を調整できるように構成したものがある
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４４９６９６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載されているハンドシャワにおいては、以下に示す課題
がある。（１）通水路の方向と同じ方向に開閉弁を移動させるよう押しボタンが把手部分
と同軸上の上部に配置されており、使用者は押しボタンの操作において、通水路を流れる
湯水の圧力による抵抗をまともに受けるおそれがある。また、（２）回転する押しボタン
に関連する構成要素である前記軸を流量調整が可能な構造とするため、前記軸を、押しボ
タン側に配置される上側軸および開閉弁側に配置される下側軸の２部材で構成し、前記下
側軸の上端にねじ部を設け、このねじ部に螺着可能なねじ部を前記上側軸の下端に設けた
り、更に、（３）下側軸に縦長のスリットを形成し、開閉弁の近傍に設けたガイド部に突
設した突起を前記スリットに遊嵌して押しボタンを回転させると上側軸のみが回転し、下
側軸は前記スリットを備える回転規制部よって回転せず、前記ねじ部同士の螺着により下
側軸が上下に進退し、下側軸の先端と主弁との間の遊びをなす距離が変更され軸全体とし
ての前記主弁を押す距離を調整するといった複雑な、流量調整のための内部構造を採用し
たり、（４）押しボタンに関連する構成要素である前記開閉弁を、弁体と通水用開口を備
えている弁体カバーとで構成し、弁体と弁体カバーとを係止して結合することにより前記
開閉弁の外部形状を形成するとともに、前記開閉弁を、通水口を中央に有する円錐弁座、
通水路の方向と同じ方向に移動して前記弁座を開閉する前記主弁、前記主弁が前記弁座に
着座するように前記主弁を通水路の方向と同じ方向に不勢するばねなどの弾性体、前記弁
体カバーの内側に設けたＯリングなどのパッキン、前記主弁との間に前記パッキンを介在
させるため弁体カバー内に形成されたスライドガイドといった多数の部材で構成しており
、部品点数が多く組立が極めて煩雑である。
【０００５】
　本発明は上述の事柄を考慮に入れてなされたものであり、押しボタンの操作において、
通水路を流れる湯水の圧力による抵抗を軽減しながらシャワヘッドから吐水する流量を確
保することができるとともに、少ない部品点数で、かつ、簡易な構成で吐水状態と止水状
態の切替操作ならび流量調整操作ができるハンドシャワを提供することを目的としている
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本願の請求項１に係る発明は、シャワヘッドと、シャワヘッ
ドから下方に連設され内側に通水路を有する把手部分とを有し、前記通水路を開閉する開
閉用弁体と、前記開閉を行うため前記通水路に対し交差する方向に前記開閉用弁体を移動
させる一対の押しボタンと、前記一対の押しボタンのうち一方の押しボタンの回動により
前記開閉用弁体に設けた通水口の開口度を調整する流量調整部材とを備えたハンドシャワ
を提供する。
【０００７】
　また、本願の請求項２に係る発明は、前記流量調整部材は、前記一方の押しボタンの回
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動に伴い直線運動して前記開口度を調整するものである請求項１に記載のハンドシャワを
提供する。
【０００８】
　また、本願の請求項３に係る発明は、前記流量調整部材は、前記一方の押しボタンの回
動に伴い回転運動して前記開口度を調整するものである請求項１に記載のハンドシャワを
提供する。
【発明の効果】
【０００９】
　前記従来技術では、押しボタンを押すことにより弁座の中央に形成されている通水口が
開いてシャワー吐水するが、従来技術において前述した軸の方向が通水路の方向と同じ方
向に向いており、この軸を介して通水路の方向と同じ方向に開閉弁を移動させるよう押し
ボタンを押す必要があることから、使用者は押しボタンの操作において、通水路を流れる
湯水の圧力による抵抗をまともに受けるおそれがある。これに対し、本願の請求項１に係
る発明では、開閉用弁体を、通水路に対し交差する方向に移動させるよう一対の押しボタ
ンを操作できるので、使用者は、通水路の方向と同じ方向に開閉弁を移動させる従来技術
に比べて、一対の押しボタン操作において、通水路を流れる湯水の圧力による抵抗を軽減
することができるとともに、シャワヘッドから吐水する流量を確保することができ、使い
勝手を向上させることができる。
【００１０】
　また、前記従来技術では、流量調整のための内部構造が上述したように複雑である。こ
れに対し、本願の請求項１に係る発明では、一対の押しボタンのうち一方の押しボタンの
回動により開閉用弁体に設けた通水口の開口度を調整する流量調整部材を備えている。す
なわち、本願の請求項１に係る発明では、前記従来技術のように主弁と軸とスリット絡み
の複雑な構成に比べて、一方の押しボタンと、一方の押しボタンの回動に連動して動作す
る流量調整部材と、一方の押しボタンの回動動作を流量調整部材に伝達する手段といった
簡易な構成部材を採用することによって、シャワヘッドから吐水する流量を使用者の好み
に応じた流量に設定することができる。
【００１１】
　また、前記従来技術では、開閉弁の構成部品点数が多く組立が極めて煩雑である。これ
に対し、本願の請求項１に係る発明では、少ない部品点数で、かつ、簡易な構成によって
吐水状態と止水状態の切替操作を確実にできるようにしており、コスト的にも有利である
。
【００１２】
　本願の請求項２に係る発明では、一方の押しボタンの回動動作に伴って流量調整部材を
直線運動させる機構を採用している。すなわち、流量調整部材を通水路に対し交差する方
向に直線運動させることによって、開閉用弁体に設けた前記通水口の開口度を使用者の好
みに応じて適宜調整できる。
【００１３】
　本願の請求項３に係る発明では、一方の押しボタンの回動動作に伴って流量調整部材を
回転運動させる機構を採用している。すなわち、流量調整部材を通水路に対し交差する方
向（開閉用弁体の移動方向）を軸心として回転運動させることによって、開閉用弁体に設
けた前記通水口の開口度を使用者の好みに応じて適宜調整できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態を示す構成説明図である。
【図２】（Ａ）は、本発明の一実施形態において、開閉用弁体と上下一対の押しボタンと
流量調整部材を組付けた状態を示す背面図である。（Ｂ）は、図２（Ａ）におけるＡ－Ａ
線断面図であり、開閉用弁体が通水路を遮断している状態（止水状態）を示している。
【図３】図２（Ｂ）におけるＢ－Ｂ線断面図である。
【図４】上記実施形態において、開閉用弁体と上下一対の押しボタンと流量調整部材の組
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付け状態を示す斜視図である。
【図５】（Ａ）は、上記実施形態において、開閉用弁体と流量調整部材の組付け状態を示
す平面図である。（Ｂ）は、上記実施形態において、開閉用弁体と流量調整部材の組付け
状態を示す側面図である。（Ｃ）は、図５（Ａ）におけるＣ－Ｃ線断面図である。（Ｄ）
は、上記実施形態において、開閉用弁体と流量調整部材の組付け状態を示す斜視図である
。
【図６】（Ａ）は、本発明の他の実施形態において、開閉用弁体と上下一対の押しボタン
と流量調整部材を組付けた状態を示す背面図である。（Ｂ）は、図６（Ａ）におけるＡ－
Ａ線断面図であり、開閉用弁体が通水路を遮断している状態（止水状態）を示している。
【図７】図６（Ｂ）におけるＢ－Ｂ線断面図である。
【図８】（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）および（Ｄ）は、それぞれ、上記他の記実施形態で用い
る流量調整部材の正面図、右側面図、背面図および左側面図である。（Ｅ）は、図８Ｃ）
におけるＡ－Ａ線断面図である。
【図９】上記他の記実施形態において、開口度大に調整されている状態（流出流量大）の
流量調整部材が組込まれた開閉用弁体を示す側面図であり、開閉用弁体に設けた通水口の
流出口部の側から見ている。
【図１０】図９におけるＤ－Ｄ線断面図であり、流量調整部材と開閉用弁体に設けた通水
口（流入口部、流出口部）との位置関係を示している。
【図１１】開口度小に調整された場合の流量調整部材と開閉用弁体に設けた通水口（流入
口部、流出口部）との位置関係を示している。
【図１２】（Ａ）および（Ｂ）は、それぞれ、上記他の実施形態において、開閉用弁体へ
の流入状態および開閉用弁体からの流出状態を示す斜視図であり、開閉用弁体内に組込ま
れた流量調整部材の調整面部（外周壁）が開閉用弁体に設けた流入口部の一部を閉塞して
いる状態を示す図１１に対応するものである。（Ｃ）および（Ｄ）は、それぞれ、上記他
の実施形態において、開閉用弁体への流入状態および開閉用弁体からの流出状態を示す斜
視図であり、開閉用弁体内に組込まれた流量調整部材の調整面部（外周壁）が開閉用弁体
に設けた流入口部を閉塞していない状態を示す図１０、図９に対応するものである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について説明する。なお、それによって本発明は限定されるも
のではない。図１～図５は、一方の押しボタンの回動に伴い直線運動して開閉用弁体に設
けた通水口の開口度を調整する流量調整部材を用いた本発明の一実施形態を示す。
【００１６】
　図１～図５において、ハンドシャワＤは、シャワヘッド１と、シャワヘッド１から下方
に連設され内側に通水路ｉを有する把手部分（グリップ）２とを有し、通水路ｉを開閉す
る開閉用弁体３と、前記開閉を行うため通水路ｉに対し交差する方向（この実施形態では
通水路ｉに対し直交する方向を採用している）に開閉用弁体３を移動させる、前ボタン〔
図１に示すようにハンドシャワＤの正面側（シャワ板側）に位置するボタン〕および後ボ
タン〔ハンドシャワＤの背面側（シャワ板のある側とは反対側）に位置するボタン〕）よ
りなる一対の押しボタン４および５と、一対の押しボタン４，５のうち一方の押しボタン
（この実施形態では前ボタン）４の回動により開閉用弁体３に設けた通水口Ｈの開口度を
調整する流量調整部材６とを主として備えている。ハンドシャワＤの正面側に位置する前
ボタン４（図１参照）の外形は、平面視円形で下に凸状の湾曲面を有する天板４ａとスカ
ート板４ｂとよりなるキャップ体に形成されている。ハンドシャワＤの背面側に位置する
後ボタン５（図２参照）の外形は、平面視楕円形で上に凸状の湾曲面を有する天板５ａと
スカート板５ｂとよりなるキャップ体に形成されている。把手部分２は、図１に示すよう
に、上流側部材２ａと、下流側部材２ｂと、両部材２ａ，２ｂ間に位置して把手部分２の
中間を構成する中間部材（筐体）１３よりなる。この筐体１３は、両部材２ａ，２ｂ間に
おいて接続されており、筐体１３には、開閉用弁体３と、前後一対の前ボタン４および後
ボタンと、流量調整部材６の三部材が組付けられている。また、把手部分２の下端部（上
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流側部材２ａの下端部）には湯水流入口Ｋが形成されており、この実施形態では湯水流入
口Ｋに継手（図示せず）を介してシャワホース（図示せず）が接続されている。通水路ｉ
は、筐体１３内に形成されるシャワホース側からの一次側流路１１およびシャワヘッド１
の吐水口側に通ずる二次側流路１２を含むものである。開閉用弁体３は、この実施形態で
は、中心軸Ｓ（図５参照）が通水路ｉに直交するよう筐体１３に取付られており、一次側
流路１１と二次側流路１２を連通させる吐水状態と前記両流路１１，１２を遮断させる止
水状態とに切替えるよう縦長に形成された切替軸部材よりなる。すなわち、後ボタン５を
強く押すと吐水状態となり、反対に前ボタン４を強くを押すと止水状態に切替わる。なお
、図２において、９０、９１および９２は、それぞれオーリング、９３はバネである。流
量調整部材６は、前ボタン４の前記中心軸Ｓまわりの回動に伴い前後方向（両矢印Ｇで示
す中心軸Ｓの方向）（図２，３，５参照）に直線運動して開閉用弁体３に設けた通水口Ｈ
の前記開口度を調整するものである。シャワヘッド１は前面（正面）にシャワ口部７を有
している。シャワ口部７は、シャワヘッド１の吐水口を覆う正面視円形でディスク状のシ
ャワ板よりなる。８は、所定の散水状態が可能な複数の散水孔である。
【００１７】
　前記前ボタン４および後ボタン５が設けられる位置として、この実施形態では、把手部
分２の中間に設けているが、把手部分２の端部でもよい。把手部分２の端部とは、（１）
図１において二点鎖線で示すように把手部分２とシャワヘッド１との間、（２）把手部分
２と前記シャワホースとの間などである。把手部分２とシャワホースとの間に設ける場合
、上述したような筐体１３を前記継手に代えて用いることができる。すなわち、把手部分
２の下端部の湯水流入口Ｋに形成された接続部Ｊに筐体１３の第１接続部１６（後述する
）が、また、シャワホースの下流端に形成された接続部（図示せず）に筐体１３の第２接
続部１８（後述する）が接続される。なお、前ボタン４および後ボタン５をハンドシャワ
Ｄの前後（正面・背面）に設ける例を示したが、これらボタン４，５をハンドシャワＤの
左右に設けてもよい。また、開閉用弁体３と、前ボタン４および後ボタン５と、流量調整
部材６の三部材が組付けられた筐体１３を接続するものを示したが、筐体１３を用いるこ
となく、開閉用弁体３と、前ボタン４および後ボタン５と、流量調整部材６の三部材を、
把手部分２の任意の位置に直接組付けてもよく、この場合、把手部分（グリップ）２を図
１，２に示すような通水路ｉを形成する筒状の一重構造に構成してもよく、また、一重構
造ではなく、把手部分（グリップ）２を外筒と内筒より構成される二重構造に構成しても
よく、二重構造にした場合、外筒をメッキし、内筒内に通水路ｉを形成するようにしても
よい。
【００１８】
　図２において、筐体１３は、シャワホース側からの一次側流路１１およびシャワヘッド
１の吐水口側に通ずる二次側流路１２を形成する縦穴Ｅとこの縦穴Ｅに交差（この実施形
態では直交）する横穴Ｌを有し、この横穴Ｌに、通水路ｉ（一次側流路１１、二次側流路
１２）に対し交差する方向（この実施形態では直交する方向）に摺動可能に挿通されてＧ
方向に前後移動する開閉用弁体３を有するとともに、縦穴Ｅの下流端に把手部分２の前記
下流側部材２ｂの接続部１５に接続可能な第１接続部１６を有する一方、縦穴Ｅの上流端
に把手部分２の前記上流側部材２ａの接続部１７に接続可能な第２接続部１８を有する。
すなわち、縦穴Ｅと横穴Ｌを直交させて開閉用弁体３の移動方向（Ｇ方向）、および前ボ
タン４、後ボタン５の押圧方向（Ｇ方向）が湯水の流れｉに対して垂直に配置されるよう
構成されている。
【００１９】
　開閉用弁体３の開状態（ハンドシャワＤの吐水状態）では一次側流路１１と二次側流路
１２が開閉用弁体３に設けた前記通水口Ｈを介して連通し、閉状態（ハンドシャワＤの止
水状態）では一次側流路１１と二次側流路１２が開閉用弁体部分（筐体部分）３ａ（図２
，４参照）によって遮断されるよう前ボタン４、後ボタン５が操作される。すなわち、筐
体１３には、一次側流路１１の最下流端に開口２０が形成されている。この開口２０は第
２接続部１８の下流側に連設されている。また、この実施形態では、止水状態において開
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閉用弁体３の開閉用弁体部分（筐体部分）３ａによって閉塞される開口２１が形成されて
いる筒状体２２を設けている。この筒状体２２は開口２０の下流側に突出状態で嵌込まれ
ている。なお、開閉用弁体３に設けた通水口Ｈの開口度とは、例えば、通水口Ｈと開口２
０（あるいは開口２１）が連通している場合に形成される通水口Ｈの開口面積を意味し、
一次側流路１１と二次側流路１２が連通ている状態で、一方の押しボタン４の回動により
流量調整部材６のＧ方向における移動位置により前記通水口Ｈの開口面積を変化させるこ
とができるので、ハンドシャワＤの吐水量の微調整ができる。
【００２０】
　開閉用弁体３は、その中心軸Ｓが通水路ｉに直交するよう把手部分２の一部を構成する
筐体１３に取付られる。開閉用弁体３は、図５に示すように、上部分２３と下部分２４と
両部分２３，２４の間に位置する中間部分２５とから構成されている。上部分２３の先端
部２６は略円柱状で、例えば平面視円形状とせずに一部円弧をカットしており（カットし
た部分２６ａ）、平面視略Ｄ字形状に形成されている一方、先端部２６の外周面に嵌合す
る略リング状の嵌合片２７が、他方の押しボタン（後ボタン）５の天板５ａの内側中央に
天板５ａから下方に突出した状態で形成されている。また、開閉用弁体３の上部分２３は
、先端部２６から下方に連設され中心軸Ｓの方向に沿う形で上下（前後）に配置された一
対の外向きフランジ３０，３１を有する。また、筐体１３は、前記横穴Ｌを形成する前後
一対のリング部２８，２９をハンドシャワＤの背面側と前面側に対向する形で備えている
。リング部２８の前面側に形成された外向きフランジ２８ａは開閉用弁体３の中心軸Ｓま
わりに形成されている。そして、外向きフランジ３０，３１がリング体２８に嵌込まれて
いる。また、開閉用弁体３の中間部分２５は、縦長の直方体形状をなす前記開閉用弁体部
分（筐体部分）３ａと、筐体部分３ａの上側に形成され所定の開口大きさを有して通水路
ｉと直交する方向に貫通している前記通水口Ｈと、前記筐体部分３ａから下方に連設され
た、外向きフランジ３０，３１と同じ大きさの外向きフランジ３２とを有している。前記
通水口Ｈの上流側および下流側の開口面は前記先端部２６のカットした部分２６ａに沿っ
ている（カットした部分２６ａに平行である）。さらに、縦長の直方体形状をなす前記開
閉用弁体部分（筐体部分）３ａには、後述する流量調整部材６の調整板６１を前後のＧ方
向にガイドする縦孔Ｆが通水口Ｈの下方側から通水口Ｈに連通するよう中心軸Ｓに沿って
形成されている。前記縦孔Ｆは所定長さＬを有する。前記縦孔Ｆの平面視形状は調整板６
１が摺動可能な直線状の細溝形状で通水路ｉに直交している。一方、開閉用弁体３の下部
分２４は、流量調整部材６の下部を構成する柄６２（後述する）とネジ結合する軸受け部
材３９が内側に嵌込まれた軸受け部材嵌込部３３と、この嵌込部３３下方に形成されたリ
ング部３４とを有している。前記軸受け部材３９は、通水口Ｈの開口度を調整するため軸
受け部材嵌込部３３に対し一方の押しボタン（前ボタン）４と一体的に回動する。嵌込部
３３は、中間部分２５の前記開閉用弁体部分（筐体部分）３ａの外向きフランジ３２から
下方に連設されている。そして、筐体１３の前記リング部２９内に開閉用弁体３の外向き
フランジ３２および軸受け部材嵌込部３３が嵌込まれている。さらに、軸受け部材３９の
下部中央から下方に連設される軸部分３９ａが嵌込まれるリング状の嵌合片３６が、一方
の押しボタン（前ボタン）４の天板４ａの内側中央に天板４ａから上方に突出した状態で
形成されている。
【００２１】
　一方、リング部２９の背面側に形成された外向きフランジ部材２９ａに連設されリング
部２９の外周面とで環状の隙間Ｎを形成するよう形成された肉厚の外向きフランジ部材２
９ｂが開閉用弁体３の中心軸Ｓまわりに形成されている。すなわち、前記フランジ部材２
９ｂとリング部２９間に形成された前記環状の隙間Ｎに一方のキャップ状の押しボタン４
のスカート部分４ｂが中心軸Ｓまわりに遊嵌可能に配置されており、また、軸受け部材嵌
込部３３の軸部分３５が嵌合片３６が天板４ａの内側に形成された嵌合片３６に嵌込まれ
ることから、一方の押しボタン４が回動可能となる。
【００２２】
　流量調整部材６は、図３に示すように、例えば鋤形状をなしており、幅の広い平面視長
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方形の調整板６１を上部に有し、この調整板６１の下辺部ｍの中央から下方に連設された
細長い真直な柄６２を下部に有する。調整板６１の長さＱは図５（Ｃ）に示すように、一
次側流路１１と二次側流路１２が開閉用弁体部分（筐体部分）３ａ（図２，４参照）によ
って遮断されている止水状態では、通水口Ｈとは隙間Ｖを有しながら通水口Ｈの下面３５
から所定長さだけ突出した長さに設定されている。そして、柄６２と軸受け部材３９は二
条ネジ結合するよう構成されている。なお、柄６２と軸受け部材３９は一条ネジ結合する
よう構成されてもよい。そして、吐水状態になるよう一対の押しボタン４，５を操作する
。すなわち、図２（Ｂ）に示す止水状態から、後ボタン（他方の押しボタン）５を背面側
から正面側に押すと吐水状態になる。後ボタン５を押しながら、開閉用弁体３を通水路ｉ
に対し直交するＧ方向に移動させ吐水状態のまま後ボタン５の押圧操作を停止する。この
状態で、使用者は、手前正面に位置している前ボタン（一方の押しボタン）４を例えばハ
ンドシャワＤを持っていない左手で回動操作すると、回動操作に連動して軸受け部材３９
が中心軸Ｓまわりに回動し、柄６２と軸受け部材３９の二条ネジ結合により柄６２を介し
て調整板６１は所定長さＬの縦孔Ｆ内をＧ方向に上下に摺動し、調整板６１は通水口Ｈの
下面３５の上方に所定長さだけ移動し、一方の押しボタン４の回動操作を停止する。すな
わち、図５（Ｃ）は止水状態であるが、吐水状態において、開閉用弁体３に設けた通水口
Ｈには仮想線で示す隙間Ｖができて、調整板６１は移動位置において停止する。この隙間
Ｖを介して一次側流路１１と二次側流路１２は連通し、これにより、隙間Ｖの開口面積に
応じてハンドシャワＤの吐水量の微調整ができる。
【００２３】
　なお、軸受け部材３９の軸部分３９ａが嵌合片３６に強固に嵌合し、軸受け部材３９が
軸受け部材嵌込部３３内を摺動しながら中心軸Ｓまわりを回動するとともに、柄６２と軸
受け部材３９はネジ結合しているので、一方の押しボタン４の回動操作を途中で止めても
調整板６１はＧ方向に上下に移動することなく停止してその上下位置が維持されうる。
【００２４】
　図６～図１２は、一方の押しボタン（前ボタン）の回動に伴い回転運動して開閉用弁体
に設けた通水口の開口度を調整する流量調整部材を用いた本発明の他の実施形態を示す。
なお、図６～図１２において、図１～図５に示した符号と同一のものは、同一または相当
物である。図６は、図２に対応するもので、把手部分２の中間を構成する中間部材（筐体
）１３を示している。上記実施形態と同様にこの実施形態でも筐体１３は、上流側部材２
ａおよび下流側部材２ｂ間において接続されており、筐体１３には、開閉用弁体７０と前
ボタン４および後ボタン５と流量調整部材５０の三部材が組付けられている。
【００２５】
　この実施形態で用いる筐体１３には、開閉用弁体７０と前ボタン４および後ボタン５と
流量調整部材５０の三部材が組付けられている。そして、この実施形態で用いる筐体１３
の構成は上記実施形態のものと同一構成である。そして、この実施形態では、主として、
開閉用弁体７０の構成と流量調整部材５０の二部材の構成が上記実施形態と異なっている
。
【００２６】
　例えば図８に示すように、流量調整部材５０は、その中心軸が開閉用弁体７０の中心軸
Ｓに一致するよう上下軸５１，５２がそれぞれ開閉用弁体７０および前ボタン４に取付ら
れ、前ボタン４の中心軸Ｓまわりの回動に伴い中心軸Ｓまわりに回転運動して開閉用弁体
７０に設けた通水口（後述する）の開口度を調整する。流量調整部材５０は、上軸５１と
下軸５２と両軸５１，５２の間に位置する中間部５３とから構成されている。下軸５２は
略円柱状で、例えば平面視円形状とせずに一部円弧をカットしており（カットした部分５
２ａ）、平面視略Ｄ字形状に形成されている一方、図６（Ｂ）に示すように下軸５２の外
周面に嵌合する凹部５４が、前ボタン４の天板４ａの内側中央に形成されている。
【００２７】
　一方、開閉用弁体７０は、その中心軸Ｓが通水路ｉに直交するよう把手部分２の一部を
構成する筐体１３に取付られる。開閉用弁体７０は、図１２（Ａ）に示すように、上部分
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８１と下部分８２と両部分８１，８２の間に位置する中間部分８３とから構成されている
。開閉用弁体７０の上部分８１は、開閉用弁体３の上部分２３（図５参照）と略同じ形状
をしており、上部分８１の先端部８１ａから下方に連設され中心軸Ｓの方向に沿う形で上
下に配置された一対の外向きフランジ３０，３１を有する。そして、この上部分８１の下
面中央に形成された軸孔７２〔図６（Ｂ）参照〕に流量調整部材５０の上軸５１が遊嵌可
能に軸支されており、前ボタン４の中心軸Ｓまわりの回動に伴い前ボタン４と一体に流量
調整部材５０が中心軸Ｓまわりに回転運動する。また、開閉用弁体７０の上部分８１の先
端部８１ａは略円柱状で、例えば平面視円形状とせずに一部円弧をカットしており（カッ
トした部分８１ｂ）、平面視略Ｄ字形状に形成されている一方、先端部８１ａの外周面に
嵌合する略リング状の嵌合片８４が、他方の押しボタン（後ボタン）５の天板５ａの内側
中央に天板５ａから下方に突出した状態で形成されている。また、筐体１３は、図６（Ｂ
）に示すように前記横穴Ｌを形成する前後一対のリング部２８および２９を、それぞれ、
ハンドシャワＤの背面側および前面側に対向する形で備えている。リング部２８の前面側
に形成された外向きフランジ２８ａは開閉用弁体３の中心軸Ｓまわりに形成されている。
そして、外向きフランジ３０，３１がリング体２８に嵌込まれている。
【００２８】
　また、開閉用弁体７０の中間部分８３は、縦長の略円筒形状で、外面の一部がカットさ
れている形状をなす。すなわち、例えば平面視円形状とせずに円弧をカットしている。８
３ａはカットして形成された平坦面部である。すなわち、中間部分８３は、平面視略Ｄ字
形状に形成されている平坦面部８３ａを備えた縦長の切替軸部分（筐体部分）よりなる。
そして、通水路ｉに対し直交する方向に、切替軸部分（筐体部分）８３に形成された対向
する一対の一次側および二次側側面部が位置し、これら側面部にそれぞれ通水口が形成さ
れている。すなわち、カットした平坦面部（一次側の側面部）８３ａには、一次側流路１
１に連通する流入口部（一次側の通水口）４０が穿設され、また、平坦部分８３ａに対向
する切替軸部分（筐体部分）８３の円弧部（二次側の側面部）８３ｂには、正面視縦長の
切欠きＵが設けられており、この切欠きＵによって二次側流路１２に連通する流出口部（
二次側の通水口）４１が形成される。そして、切替軸部分（筐体部分）８３内は中空空間
が形成されているので、流入口部４０と流出口部４１は連通している。流入口部４０は正
面視上下に偏平な楕円形をしている。
【００２９】
　一方、流量調整部材５０の中間部５３は、略円柱体に形成されており、開閉用弁体７０
の中間部分８３の円形内周面を回動自在に摺動する外周面Ｊを有する。さらに、中間部５
３は、円柱部５３ａを下側に、円柱部５３ａの上面Ｒに形成された円弧状の外周壁５３ｃ
を上側に有している。そして、この外周壁５３ｃが、流入口部４０の一部を閉塞したり、
流入口部４０を閉塞しない状態になるよう開閉用弁体７０の切替軸部分（筐体部分）８３
内の前記中空空間に位置して流出口部４１からの湯水の流量を調整する調整面部を構成す
る。前記外周壁５３ｃは、図８（Ｅ）、図１０、図１１に示すように薄肉で、所定の高さ
Ｔ〔図８（Ｂ）参照〕を有しており、円柱部５３ａの上面Ｒの外周位置から所定の円周角
度αだけ上方に、高さＴを有して連設されている。さらに、中間部５３は、外周壁５３ｃ
の上方に連設され上面中央に前記上軸５１を有する薄肉の円板部分５３ｄを備えている。
そして、この流量調整部材５０が開閉用弁体７０の中間部分８３の前記中空空間に設置さ
れる。すなわち、流量調整部材５０の円柱部５３ａの上面Ｒより上方の空間Ｘと流出口部
４１が連通する構成となっている。外周壁５３ｃは、流入口部４０に流入する湯水の流量
を調整するためのものであり、一次側流路１１を閉塞しない程度の流入面積（開口面積）
を得るようその高さＴおよび横の長さ（円周角度α）が偏平な楕円形の流入口部４０の高
さｔおよび横の長さｆに対し適宜設定される。そして、開閉用弁体７０に設けた通水口は
、流入口部４０と中間部分８３を貫通する前記中空空間と流出口部４１より構成され、前
ボタン４の回動に伴い流量調整部材５０が回転運動して外周壁５３ｃと流入口部４０の整
合面積の大きさにより前記通水口の開口度が調整される。
【００３０】
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　而して、図６（Ｂ）に示すように、止水状態では、一次側流路１１と二次側流路１２が
開閉用弁体７０の中間部分８３の平坦面部（一次側の側面部）８３ａによって遮断されて
いる。すなわち、一次側流路１１の最下流端に形成された開口２０、および、開口２０の
下流側に突出状態で嵌込まれている筒状体２２の開口２１を平坦面部（一次側の側面部）
８３ａが遮断している。そして、吐水状態になるよう一対の押しボタン４，５を操作する
。すなわち、図６（Ｂ）に示す止水状態から、後ボタン（他方の押しボタン）５をハンド
シャワＤの背面側からハンドシャワＤの正面側に押すと一次側流路１１と開口２０，２１
が連通して吐水状態になる。すなわち、後ボタン５を押しながら、開閉用弁体７０を通水
路ｉに対し直交するＧ方向に移動させ吐水状態のまま後ボタン５の押圧操作を停止する。
この状態で、使用者は、手前正面に位置している前ボタン（一方の押しボタン）４を例え
ばハンドシャワＤを持っていない左手で回動操作すると、その回動操作に連動して流量調
整部材５０が中心軸Ｓまわりに回動し、図１１に示すように、流入口部４０の一部が流量
調整部材５０の外周壁５３ｃによって閉塞されてハンドシャワＤの吐水量（流量）を少な
くできたり、また、図１０に示すように、流入口部４０の全体が流量調整部材５０の外周
壁５３ｃによって閉塞されない場合はハンドシャワＤの吐水量（流量）を大きくできる。
なお、流量調整部材５０の回動範囲は、流出口部４１が閉塞されずに常時開放されるよう
に設定される。
【符号の説明】
【００３１】
　１　　　　　　　シャワヘッド
　２　　　　　　　把手部分
　３，７０　　　　開閉用弁体
　４，５　　　　　一対の押しボタン
　６，５０　　　　流量調整部材
　ｉ　　　　　　　通水路
　Ｈ，４０，４１　通水口
　Ｄ　　　　　　　ハンドシャワ
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